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By reviewing the changes over the urban fabric of Xinhua over the past periods of development, the 
context of the newly appointed historic area is made clearer. Then associate the context with the town planning 
scene and compare the initiatives of Xinhua with that of Kawagoe and Makabe. We are able to see what 
directions might be available to the future of Xinhua development. 
























































































図４ 連続する庇による街路空間のイメージ [3] 
 
最後に事例研究でみた街路空間要素のあり方を踏まえ、
主に新化における自主的建築行為、人的活動を中心にま
ちの街路空間をクローズアップする。 
 上図のように、可動式庇の連続により、新化市場の周
辺環境が朝市時、一時的に改変され、新化独自の景観が
成されていることが分かった。このような性質を持つ現
象は新化に多く、一概に景観を破壊するものと切り捨て
ずに、将来のデザインガイドラインに組み込む可能性を
検討したほうが持続的まちづくりに寄与すると考える。 
 
６． おわりに 
新化の街路空間の読み取りにくさは歴史的重層と流動
的自主的建築行為・人的活動によるもので、現地住民の
合意形成によりプラス要素・風格として捉えられる可能
性もあると感じている。 
そのような無形文化資産を内包する新化歴史街区計画
には、街路空間で起きている現象をどう規制する、或い
は誘導するかにより、継続的街づくりに向けた発展が図
れる可能性が秘められている。歴史的街並みとしての第
一歩が踏み出された今、新化らしさとは何かを考える時
が来ている。 
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